
生徒のみなさんは必ず保護者の方に渡してください。                                          

 

 

 

                                                                   

 陽春の候、保護者、地域の皆様には、ますますご健勝のことと拝察いたします。 

日頃より、本校の教育活動推進に対し、多大なるご支援ご協力をいただき、厚くお礼

申し上げます。 

 生徒にとって楽しく、安心できる学校づくりに教職員一丸となり取り組む所存で

す。よろしくお願いします。 

 

直方第二中学校の合い言葉 

 

 

 
 

 一学期始業式で  

新３年生、新２年生の生徒が体育館に集まり、始業式を行いました。重点目標で

ある「意欲的に学び、自分の思いや考えを表現できる生徒の育成」の達成を願っ

て、話した内容です。  

 

     

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転入された先生方の紹介  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【学年配属】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

                    

  
            

                    

   令和６.４.８ 

 直方第二中学校  

 校長 川 原 国 章 

第１号 

 

あいさつと一人一人を大切にする直方二中  

いよいよ今日から新しい学年の始まりです。まさしく節目の日です。一人一人

新たな気持ちで今日を迎えたことと思います。 

令和６年度は全学年６学級と特別支援学級４学級の計２２学級、生徒数６９２

名となります。これまで先輩方が培ってきた歴史と伝統を誇りに、生徒の皆さん

と先生方が団結し、直方第二中学校の新たな歴史と伝統を加えていきましょう。

そこで、令和６年度１学期の始業式にあたり、一人一人が言葉遣いを大切に生活

して欲しいと思います。中学校は、大人の社会への入口になります。大人の世界

では目上の人に対しては、丁寧な言葉遣いや敬語を使います。特に先生方や先輩

には、失礼のない言葉遣いをする必要があります。また、友達同士の会話でも、

乱暴な言葉や相手の気持ちを考えない感情的な言葉は、いけません。 

言葉は、人と人の関係を良好にする大切なパイプ役なのです。 

ノーベル平和賞をとったマザーテレサさんは、「言葉に気をつけなさい。それ

はいつか行動になるから。行動に気をつけなさい。それはいつか習慣になるか

ら。習慣に気をつけなさい。それはいつか性格になるから。性格に気をつけなさ

い。それはいつか運命になるから」と言っています。 

直方第二中学校の合い言葉は「あいさつと一人一人を大切にする学校」です。

互いに認め合い高め合う関係づくりに言葉はとても重要になります。 

それぞれの目標に向かって、生徒や教職員一人一人が「言葉遣いを大切する１

年」にしましょう。そして、皆さんが、この直方第二中学校で夢実現に向けて切

磋琢磨することを期待しています。 

よろしくお願いします   

         


